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• デジタルONEアンバサダーの任命を受けた際に自分の
興味・関心のあったAIを活用したフローを開発した

• 開発にあたってはPower Automateの本を読んだり、
YouTubeやWebで検索した記事を参考にした

• 実際のフローやプロンプトについては生成AIと相談し
ながら開発を進めた

• 同じ予定が重複して入らないように、件名が一致するものは弾くようフローの中にフィルターのアクションを設置した
• 自動で予定が登録されるため、あとからカレンダーを見返してもわかりやすいようメール本文をイベントの詳細に入れるようにした
• 60分前にはアラームが通知されるようにアクション内に設定を組み入れた
• AIが指示通りに動きやすいプロンプトの作り方もAIに聞きながら作った
• 自分からももっとこうした方がいいという提案を行って、AIと相談しながら機能を追加し完成度を高めていった

１．取り組みについて

図 Power Automateのフロー

図 自動登録された予定

２．工夫した点

３．まとめと学んだこと

図 AIで作成した今回の取り組みの概要

• AI Builderの「プロンプトを実行する」というアクション
は特にプログラムを入力することなく自然言語のテキスト
で指示を入力すればその通り動くので、非情報系職員でも
扱いやすい

• エラーを繰り返しながら開発を行ったが、そのエラーもス
クリーンショットをAIに送ることで回答をもらい、一緒に
解決しながら進めていくことができた

• 判断に迷った時も、AIに相談することで適切なヒントや回
答を得ることができ、開発を進めることができた

図 プロンプトの中身

４．さいごに

• これからデジタルONEアンバサダーとしてDXに取り組む方
• 過去に携わって今後も継続してDXに取り組もうとしている方
• 柔軟な発想を持った若い方
• 豊富な経験をお持ちの管理職の方
みなさんの業務改善に繋がるDX、そしてAI活用の一助となれば嬉しい
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